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５
月
臨
時
会
に

お
い
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
を
賜

り
、
議
会
議
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
誠
に
感

激
の
極
み
で
ご
ざ

い
ま
す
。
も
と
よ

り
私
、
力
量
不
足

で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
に
思
い
を
い
た
し
、
最

大
限
努
力
い
た
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

今
日
、
地
方
自
治
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
か
つ
て
経
験
を
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
、
激
し

い
変
化
を
し
て
い
ま
す
。
地
方

分
権
が
進
む
中
、
地
方
自
治
体

に
と
っ
て
自
己
責
任
・
自
己
決

定
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
責
務
は

益
々
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢

化
・
財
政
状
況
等
町
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

議　

長　

横
山
英
雄
　

62
歳
（
３
期
）
赤
堀

　

議
員
定
数
が
、
20
人
か
ら
16

人
に
改
め
ら
れ
、
初
め
て
の
選

挙
が
４
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
票
の
結
果
16
人
の
町
議

会
議
員
が
当
選
し
、
５
月
21
日

に
初
議
会
が
開
か
れ
、
議
長
に

横
山
英
雄
議
員
が
、
副
議
長
に

相
場
一
夫
議
員
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
な

ど
の
議
会
構
成
と
一
部
事
務
組

合
の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

議
会
構
成
は
、
下
記
の
と
お
り

で
す
。

(

年
齢
は
７
月
31
日
現
在
）

議
会
構
成
決
ま
る

　

５
月
臨
時
会
に

お
き
ま
し
て
議
員

皆
さ
ま
の
、
ご
推

挙
を
い
た
だ
き
、

副
議
長
と
い
う
大

任
を
賜
り
ま
し
た

こ
と
は
、
誠
に
身

あ
り
、
こ
れ
ら
山
積
す
る
問
題

の
解
決
を
図
る
こ
と
が
、
今
議

会
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
の
現
状
と
将

来
に
対
す
る
正
し
い
認
識
を

も
ち
、
安
心
と
安
全
な
町
づ
く

り
の
た
め
、
議
員
各
位
の
力
を

得
、
議
会
と
し
て
町
民
の
皆
さ

ま
の
英
知
が
、
町
政
に
反
映
で

き
ま
す
よ
う
、
誠
意
を
持
っ
て

職
責
に
あ
た
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご
指
導

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
の
経
済
も
、
よ

う
や
く
持
ち
直
し
の
動
き
が
見

え
始
め
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
地
域
経
済
に
お
い
て
は
、

そ
の
先
行
き
に
は
い
ま
だ
不
透

明
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
構
造
改
革
や
地
方
分

権
が
進
む
に
つ
れ
、
地
方
の
力

量
が
試
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
こ
そ
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
町
執
行
部
と
議
会
と
、
こ
の

三
者
の
関
係
を
こ
れ
か
ら
ど
の

よ
う
に
構
築
し
て
い
く
か
が
、

重
要
な
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す

が
、
議
員
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

得
、
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
、

町
民
皆
さ
ま
の
負
託
に
お
答
え

で
き
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ご

指
導
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
致
し
ま
す
。

就任あいさつ
副
議
長　

相
場
一
夫
　

60
歳
（
４
期
）
藤
川

副
委
員
長　

小
沢
泰
治　

61
歳

（
１
期
）
中
野

委　
　

員　

細
谷
博
之　

64
歳

（
４
期
）
篠
塚

委　
　

員　

本
間
恵
治　

54
歳

（
４
期
）
鶉

委　
　

員　

山
田
晶
子　

64
歳

（
１
期
）
明
野

委
員
長　

小
島
幸
典　

64
歳

（
２
期
）
中
野

厚
生
・
環
境
常
任
委
員
会

は
、
住
民
課
、
福
祉
課
、
保

険
年
金
課
、
生
活
環
境
課

の
所
管
事
項
に
関
す
る
事

務
の
調
査
・
議
案
・
請
願

等
を
審
査
す
る
た
め
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
厚
生
・
環
境
常
任

　

委
員
会

委
員
長　

立
沢
稔
夫　

64
歳

（
２
期
）
赤
堀

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会

は
、
総
務
課
、
企
画
課
、
庁

舎
建
設
室
、
税
務
課
、
会

計
課
、
教
育
委
員
会
の
所

管
事
項
、
及
び
他
の
常
任

委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な

い
事
項
に
関
す
る
事
務
の

調
査
・
議
案
・
請
願
等
を

審
査
す
る
た
め
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
総
務
・
文
教
常
任

　

委
員
会

副
委
員
長　

田
部
井
健
二

55
歳

（
１
期
）
中
野

委　
　

員　

大
野　

栄　

62
歳

（
９
期
）
中
野

委　
　

員　

相
場
一
夫　

60
歳

（
４
期
）
藤
川

委　
　

員　

金
子
正
一　

64
歳

（
２
期
）
中
野

委
員
長　

加
藤
和
久　

58
歳

（
２
期
）
鶉

建
設
・
経
済
常
任
委
員
会

は
、
土
木
課
、
都
市
計
画
課
、

産
業
振
興
課
、
農
業
委
員

会
、
水
道
課
の
所
管
事
項
に

関
す
る
事
務
の
調
査
・
議

案
・
請
願
等
を
審
査
す
る

た
め
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
建
設
・
経
済
常
任

　

委
員
会

副
委
員
長　

黒
川
洋
子　

56
歳

（
１
期
）
赤
堀

委　
　

員　

石
井
悦
雄　

71
歳

（
８
期
）
鶉
新
田

委　
　

員　

小
倉　

修　

58
歳

（
３
期
）
鶉
新
田

委　
　

員　

岩
﨑
律
夫　

64
歳

（
１
期
）
秋
妻
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私
は
邑
楽
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク

ラ
ブ
に
入
っ
て
お
り
、
来
年
は
結
成

か
ら
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
ク

ラ
ブ
は
女
性
の
立
場
か
ら
交
通
安
全

を
願
い
、
家
庭
に
お
い
て
子
供
や
お

年
寄
り
を
事
故
か
ら
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
年
、
春
は
折
り
鶴
を
会
員
の
方

達
が
交
通
安
全
を
願
い
な
が
ら
折
り
、

各
小
学
校
の
入
学
児
童
に
贈
呈
。
そ

し
て
秋
の
交
通
安
全
週
間
に
は
、
手

作
り
の
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
配
り
、
安
全
運
転
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。
研
修
や
安
全
教
室

に
は
、
ほ
と
ん
ど
全
員
が
参
加
し
て

情
報
の
交
換
、
質
問
等
時
間
が
た
つ

の
が
早
く
感
じ
ら
れ
る
程
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
家
族
の
安
全
運
転
そ

し
て
地
域
の
方
々
の
安
全
運
転
に
町

当
局
は
じ
め
大
泉
警
察
署
の
方
々
の

ご
指
導
を
い
た
だ
き
、
活
動
を
続
け

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

飯
塚　

柾ま
さ

美み　

（
秋
妻
・
17
区
）

交通安全を祈りて

大
野
議
員　

該
当
者
不
明
の
年

金
記
録
が
合
計
６
、５
０
０
万

件
発
覚
し
、
大
変
な
問
題
に
な

っ
て
い
る
。
基
礎
年
金
番
号
に

統
合
す
る
時
に
不
明
者
を
放
置

し
て
い
た
か
ら
だ
。
安
倍
内
閣

は
国
民
の
た
め
で
は
な
く
、
暴

走
国
会
と
言
わ
れ
て
も
過
言
で

は
な
い
悪
政
を
ど
ん
ど
ん
可
決

一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
、
６
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
問
に
は
、
３

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
行
政
事
務
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部
の

考
え
を
た
だ
し
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

税
源
移
譲
と
住
民
税
と
の
関
わ
り
は

し
て
し
ま
う
。
夏
の
参
議
院
選

で
は
政
治
を
変
え
て
行
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

　

税
源
移
譲
と
住
民
税
と
の
か

か
わ
り
で
実
際
に
は
、
大
増
税

に
な
っ
て
し
ま
う
。
実
態
は
ど

う
な
の
か
。

税
務
課
長　

定
率
減
税
の
縮
減

と
相
ま
っ
て
地
方
税
が
か
な
り

増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
十
分

に
想
定
し
て
い
る
範
囲
で
も
あ

る
。
町
の
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
に
、
そ
の
仕
組
み
を
載

せ
、
税
源
移
譲
に
対
し
て
の
理

解
を
求
め
て
い
る
。

大
野
議
員　

そ
も
そ
も
国
が
定

率
減
税
を
廃
止
し
、
税
源
移
譲

を
や
っ
た
こ
と
で
、
各
自
治
体

は
そ
れ
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら

い
。
実
際
に
は
住
民
税
が
上
が

る
形
に
な
る
。
高
齢
者
等
の
暮

ら
し
に
か
か
わ
る
増
税
に
つ
い

て
は
、
減
免
申
請
を
案
内
し
、

ま
た
、
電
話
相
談
も
多
く
な
る

こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
回
線

を
増
や
す
こ
と
も
考
え
て
ほ
し

い
。

税
務
課
長　

今
回
の
税
源
移
譲

で
住
民
の
負
担
が
、
か
な
り
増

え
る
中
で
電
話
の
応
対
、
窓
口

で
の
応
対
に
対
し
て
、
納
税
者

に
、
き
ち
っ
と
し
た
説
明
責
任

が
果
た
せ
る
体
制
に
し
て
行
き

た
い
。

町
長　

今
回
の
税
源
移
譲
に
伴

い
、
町
民
も
戸
惑
う
部
分
が
あ

る
と
思
う
。
電
話
も
、
か
か
り

専
決
処
分
の
承
認
（
都
市
計
画

税
条
例
の
改
正
）

専
決
処
分
の
承
認
（
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
改
正
）

※
専
決
処
分
さ
れ
た
条
例
改
正

に
つ
い
て
、
承
認
し
ま
し
た
。

※
一
口
メ
モ
参
照

西
邑
楽
土
地
開
発
公
社
経
営
状

況
の
報
告

　

平
成
19
年
度
事
業
計
画
及
び

予
算
と
平
成
18
年
度
決
算
に
関

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の

同
意

　

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ

る
監
査
委
員
に
石
井
悦
雄
議
員

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
（
一
般
会
計

補
正
予
算
）

　

歳
入
歳
出
８
、
０
０
４
万
７

千
円
を
減
額
す
る
補
正
予
算
の

専
決
処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認
（
税
条
例
の

改
正
）

可
決
さ
れ
た
議
案

す
る
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

群
馬
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更

　

群
馬
県
後
期

高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
新
た

に
加
入
し
た
こ

と
に
よ
り
規
約

を
変
更
し
ま
し

た
。

邑
楽
町
特
別
職

の
報
酬
、
費
用

弁
償
条
例
の
改

正
　

選
挙
の
投
・

開
票
管
理
者
等

５
月
臨
時
会

６
月
定
例
会

■
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

本
間　

恵
治

副
委
員
長　

小
倉　
　

修

委　
　

員　

大
野　
　

栄

　
　

〃　
　

立
沢　

稔
夫

　
　

〃　
　

小
島　

幸
典

　
　

〃　
　

加
藤　

和
久

■
議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　

相
場　

一
夫

副
委
員
長　

小
沢　

泰
治

委　
　

員　

岩
﨑　

律
夫

　
　

〃　
　

山
田　

晶
子

　
　

〃　
　

黒
川　

洋
子

　
　

〃　
　

田
部
井
健
二

【
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
】

東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
議
会
議
員

横
山　

英
雄

小
倉　
　

修

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会

議
員

石
井　

悦
雄

本
間　

恵
治

館
林
地
区
消
防
組
合
議
会
議
員

立
沢　

稔
夫

加
藤　

和
久

大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施
設

組
合
議
会
議
員

大
野　
　

栄

細
谷　

博
之

横
山　

英
雄

館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員

相
場　

一
夫

小
島　

幸
典

太
田
市
外
三
町
広
域
清
掃
組
合

議
会
議
員

細
谷　

博
之

横
山　

英
雄

一
口
メ
モ

専
決
処
分
っ
て
な
に
？

議
会
が
議
決
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
議
案
に
つ
い
て
、

時
間
的
に
議
会
を
招
集
す
る

余
裕
が
な
い
場
合
に
、
町
長

が
議
会
に
代
わ
っ
て
処
分
を

行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
、
次

の
議
会
に
報
告
し
承
認
を
求

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆平成１9年度補正予算◆
会計別 補　正　額 予　算　総　額
一般会計 １,３９８万円 ８５億６，１９８万円

の
報
酬
額
を
改
正
し
ま
し
た
。

【
契
約
の
締
結
】

公
共
下
水
道
鶉
・
新
中
野
幹
線

三
工
区
管か

ん

渠き
ょ

築
造
工
事

契
約
金
額

６
、
５
６
２
万
５
千
円

契
約
の
相
手
方

邑
楽
町
赤
堀

（
株
）
徳
川
組

づ
ら
い
と
い
う
部
分
が
確
か
に

あ
る
が
、
新
庁
舎
に
合
わ
せ
変

え
て
行
き
た
い
。
現
体
制
の
中

で
、
町
民
に
理
解
を
頂
け
る
よ

う
対
応
す
る
よ
う
に
話
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
大
規
模
指
定
既
存
集
落
に
つ

　

い
て

・
ま
ち
お
こ
し
事
業
に
つ
い
て

役場に設置された期日前投票所

石
井
議
員　

公
職
選
挙
法
の
改

正
に
伴
う
投
票
時
間
の
延
長
、

期
日
前
の
投
票
等
で
投
票
率
が

よ
く
な
っ
た
の
か
、
地
域
に
よ

っ
て
は
投
票
時
間
繰
上
が
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
せ
め
て
身

近
な
選
挙
結
果
ぐ
ら
い
住
民
の

理
解
を
い
た
だ
き
屋
外
広
報
を

利
用
し
て
放
送
を
お
願
い
し
た

い
。
町
民
の
選
挙
へ
の
関
心
等

も
踏
ま
え
て
町
側
の
考
え
方
を

尋
ね
る
。

選
管
書
記
長　

時
間
の
繰
り
上

げ
に
つ
い
て
は
、
閉
鎖
時
刻
を

４
時
間
以
内
の
範
囲
で
繰
り
上

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
間
を

繰
り
上
げ
る
こ
と
に
お
い
て

は
、
極
め
て
慎
重
に
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
、
と
い
う
の
が
現

時
点
で
の
結
論
で
あ
る
。
今
後

も
声
と
し
て
選
管
内
に
お
い
て

検
討
、
議
論
が
必
要
に
な
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
。

企
画
課
長　

平
成
10
年
か
ら

選
挙
法
が
改
正
さ
れ
投
票
時

間
が
延
長
さ
れ
、
開
票
時
間

も
遅
く
な
り
放
送
時
間
が
深

夜
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
開
票
結
果
の
放
送
を
差

し
控
え
て
い
る
。

投
票
所
の
開
閉
時
間
と
選
挙

結
果
の
お
知
ら
せ
等
に
つ
い
て

町
民
の
戸
惑
い
に
対
応
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私
が
「
還
暦
野
球
チ
ー
ム
の
邑
楽

ゴ
ー
ル
ド
キ
ン
グ
ス
」
に
入
っ
た
の

は
、
今
か
ら
４
年
程
前
に
な
り
ま
す

が
、
先
輩
か
ら
の
誘
い
に
よ
る
も
の

で
し
た
。

　

そ
の
当
時
の
私
は
、
以
前
に
野
球

で
肩
と
膝
（
半
月
板
）
を
痛
め
て
か

ら
５
年
間
野
球
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

た
頃
で
し
た
。
肩
・
膝
の
痛
み
は
消

え
て
い
ま
し
た
が
、
筋
力
が
落
ち
て

と
て
も
野
球
が
で
き
る
よ
う
な
体
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

好
き
な
野
球
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば

と
、
60
歳
に
し
て
再
び
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
気
に
な
り
ま
し
た
。
チ
ー

ム
の
活
動
開
始
時
期
は
年
明
け
の
２

月
か
ら
と
き
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
ま
で
の
４
カ
月
間
に
で
き
る
か

ぎ
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
筋

力
ア
ッ
プ
を
計
ろ
う
と
実
行
し
ま
し

た
。
結
果
は
納
得
で
き
る
ま
で
の
状

態
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
２

月
に
は
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
練
習

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
で
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、

今
で
は
ス
タ
ミ
ナ
も
つ
い
て
体
調
も

良
く
な
り
、
週
２
回
の
ス
ポ
ー
ツ
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
60
歳
の
還
暦
野

球
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
「
好
き
な
野

球
が
で
き
、
健
康
維
持
に
つ
な
が
り
、

チ
ー
ム
全
体
と
の
懇
親
が
図
ら
れ
て
」

と
、
実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

半
田　

晴
き
よ
し　

（
前
原
・
４ 

区
）

還暦野球にチャレンジ

　　　　１４日　議員懇談会

　　　　２１日　初議会（第１回臨時会）

　　　　２５日　邑楽郡町村議会議長会臨時会

　　　　２９日　議会運営委員会

　　　　３１日～６月１日　群馬県町村議会議長会

　　　　　　　　臨時総会及び研修会

　　　　　４日　総務・文教常任委員会、厚生・環

　　　　　　　　境常任委員会

　　　　　５日　建設・経済常任委員会、議会運営

　　　　　　　　委員会、全員協議会

　　　　１３日～１９日　６月定例会

　　　　　　　　（本会議、議会運営委員会、各常任

　　　　　　　　　委員会、全員協議会、広報委員会）

　　　　２２日　大泉町外二町環境衛生施設組合議会

　　　　　　　　臨時会

　　　　２７日　邑楽館林医療事務組合議会議員懇談会

　　　　２９日　群馬県町村議会議長会新議員研修会

　　　　　１日　邑楽消防団班対抗ポンプ操法大会

　　　　　２日　館林地区消防組合議会臨時会、

　　　　　　　　邑楽館林医療事務組合議会臨時会、

　　　　　　　　東毛広域市町村圏振興整備組合議

　　　　　　　　会運営幹事会

　　　　　４日　広報委員会編集会議・太田市外三町

　　　　　　　　広域清掃組合議会臨時会

　　　　　５日～６日　新議員研修会

　　　　１２日　広報委員会校正会議

　　　　１３日　東毛広域市町村圏振興整備組合議会

　　　　　　　　臨時会

　　　　１９日　全員協議会

《５月》

《６月》

《７月》

石
井
議
員　

４
年
に
一
度
の
町

長
選
、
町
議
選
に
つ
い
て
は
住

民
に
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
放
送
を
し
て
ほ
し
い
。
山
間

地
帯
に
於
い
て
は
、
投
票
所
を

６
時
で
閉
め
て
い
る
。
６
時
で

十
分
だ
と
思
う
。
７
時
よ
り
開

票
に
入
れ
ば
、
９
時
又
は
９
時

半
頃
に
は
判
明
す
る
。
投
票
に

行
っ
た
住
民
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
て
ほ
し
い
。

選
管
書
記
長　

投
票
の
権
利
行

使
を
制
約
す
る
と
い
う
部
分
で

の
問
題
も
あ
る
。
特
別
な
理
由

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
は
繰
上

の
難
し
さ
が
あ
る
。
山
間
部
あ

る
い
は
、
合
併
市
町
村
に
於
い

て
一
部
行
わ
れ
て
い
る
の
は
事

実
だ
が
邑
楽
町
で
は
難
し
い
。

企
画
課
長　

選
挙
結
果
に
つ
い

て
は
、
自
分
の
家
で
電
話
を
使

い
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
そ
の

情
報
を
得
る
方
法
も
あ
る
。
今

後
、
選
管
と
相
談
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

石
井
議
員　

時
間
に
つ
い
て
は

努
め
て
短
縮
で
き
る
方
向
で
進

ん
で
ほ
し
い
。
そ
れ
が
屋
外
広

報
を
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
県
郡
の
町
村
会
の
会
議

の
中
で
、
投
票
時
間
繰
上
の
問

題
に
つ
い
て
話
題
に
し
て
は
ど

う
か
。
町
長
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

区
長
会
等
で
も
立
会
人

を
お
願
い
す
る
時
、
長
時
間
で

大
変
お
願
い
し
づ
ら
い
と
い
う

よ
う
な
声
も
あ
る
。
時
間
延
長

朝夕渋滞する上宿交差点

小
島
議
員　

国
道
１
２
２
号

の
右
折
ゾ
ー
ン
を
み
る
と
、

普
通
車
が
４
台
か
ら
５
台
中

央
に
寄
る
だ
け
で
、
交
通
が

緩
和
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い

う
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
道
３

号
線
交
差
点
を
現
時
点
で
、

南
北
東
西
20
ｍ
位
拡
幅
出
来

れ
ば
、
生
活
環
境
が
良
く
な

る
と
思
う
が
。

土
木
課
長　

整
備
す
る
に
は
、

か
な
り
の
事
業
費
が
必
要
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
国
庫
補
助

小
島
議
員　

町
道
３
号
線
（
中

野
中
央
線
）
上
宿
交
差
点
で
は

朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
、
右
折
車
が

あ
る
時
渋
滞
し
、
緊
急
自
動
車

が
出
動
し
た
場
合
な
ど
混
乱
と

事
故
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ

る
。
早
急
に
交
差
点
拡
幅
整
備

事
業
が
で
き
な
い
か
。

土
木
課
長　

指
摘
の
通
り
四
方

向
渋
滞
が
あ
り
、
歩
行
者
、
自

転
車
の
通
行
も
危
険
な
状
況
で

あ
る
。
都
市
計
画
道
路
と
し

て
、
足
利
・
邑
楽
・
行
田
線
は
、

延
長
４
千
９
百
ｍ
、
市
街
化
区

域
内
の
幅
員
は
20
ｍ
の
計
画
で

あ
る
。
町
道
３
号
線
は
、
延

長
１
千
２
百
ｍ
で
、
交
差
点
部

幅
員
は
17
ｍ
を
計
画
。
足
利
・

邑
楽
・
行
田
線
の
道
路
管
理

担
当
で
あ
る
館
林
土
木
事
務

所
の
町
内
工
事
の
取
組
み
状

況
は
、
現
在
国
道
１
２
２
号

線
向
地
交
差
点
か
ら
、
拡
幅

工
事
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
堀
田
橋
の
架
け
替
え
工

事
も
、
本
年
度
末
に
は
完
了

予
定
で
あ
る
。

町
道
３
号
線
上
宿
交
差
点
に
つ
い
て

改
良
整
備
を

考
え
て
み
た
い

私たちが議会だよりを担当します
　新しい議会の構成が決まり、議会だよりの編集発行を

担当する議会広報委員が決まりました。これからも、見

やすい広報の編集に努めます。

　ご指導ご協力をよろしくお願いします。

黒川　　岩﨑　　　相場　　　小沢　　　山田　　田部井

議会を傍聴しましょう
　次回の定例会は、９月６日から１９日を予定
しています。
　住所・名前・年齢を受付簿に書くだけでどな
たでも傍聴できます。
　平成１９年３月議会までの会議録は、図書館、
邑楽町公民館、産業研修会館（長柄公民館）、
勤労青少年ホーム（ヤングプラザ）に置いてあ
りますのでご覧ください。また、ホームページ
にも会議録全文を掲載しています。
URL http:/www.town.ora.gunma.jp/gikai
　詳しくは、議会事務局まで
　　　　　　☎88-5511（内線 290）

に
伴
っ
た
中
で
、
い
ろ
い
ろ
大

変
な
部
分
も
あ
る
よ
う
で
。
今

度
、
首
長
会
等
で
、
そ
の
話
も

出
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県

の
方
で
も
そ
う
い
っ
た
首
長
会

が
あ
る
の
で
、
機
会
あ
る
ご
と

に
投
票
時
間
に
つ
い
て
考
え
ら

れ
な
い
か
ど
う
か
話
を
し
て
み

た
い
。

選

管

と

相

談

事
業
等
に
よ
り
、
実
施

で
き
る
可
能
性
の
高
い

交
差
点
改
良
事
業
計
画

を
、
今
後
立
て
て
い
く

必
要
を
感
じ
て
い
る
。

足
利
・
邑
楽
・
行
田
線

は
、
現
在
の
道
路
計
画

幅
員
を
許
さ
れ
る
範
囲

で
狭
く
し
て
、
現
道

を
有
効
に
生
か
し
た
中

で
、
交
差
点
部
分
を
先

行
し
て
改
良
整
備
を
考

え
て
み
た
い
。

■
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
新
庁
舎
の
備
品
予
算

　

と
入
札
に
つ
い
て
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　緑もすっかり深まり庁舎前の木
もく

犀
せい

の枝も以前にも増して見ごたえのある姿を楽しませています。

この木犀は、この町の変遷をだまって見続けて何十年かが過ぎています。以前、実を付けたとの話も聞きましたが、秋

には独特の香りをとどけてくれるでしょう。新庁舎の建設も進んできましたがこの先も庁舎のワ

ンポイントとして存在してくれることを望んでいます。

　今回の議会改選後に広報委員６名が選任されました。それぞれの分野で活躍をしているメン

バーですので、皆さまの期待に応えることが出来るものと信じています。皆さまにとっても読

みやすく、すぐに理解をしていただけるように委員一同心配りをして頑張っていきたいと思い

ます。

（相場記）

【東京都江東区亀戸】
中里　玲子（明野・34 区）

〔皆様のご意見、ご要望等、議会広報委員会までお寄せください。点訳版をご希望の方は、ご連絡ください。〕

◎　編　集　後　記　◎

■発行　群馬県邑楽町議会　■発行人　議会議長　横山英雄　■編集　邑楽町議会広報委員会　群馬県邑楽郡邑楽町大字中野3040　TEL0276-88-5511（内線 290）

URL http://www.town.ora.gunma.jp/gikai　E-Mail gikai@swan.town.ora.gunma.jp

　藤の花が咲く頃になると亀戸の天神様を

思い出します。棚から池の水面に届くほど

の藤の花房、萩で知られる龍眼寺。亀戸は

歴史と文化、人情味豊かな下町として発展

してきました。

　赤門寺、白門寺と子供達から呼ばれ親し

まれ、香取神社の毎月の縁日…。そんな穏

やかな生活も戦争は過酷なもので、大好き

な下町全体が一夜で焼野原と化してしまっ

たのです。悪夢のような町を後にし知人を

頼って邑楽に住むようになり、今と違い都

会の生活とは色々な面で異なりましたが、

生活も落ち着き子供の慣れるのも早く、美しい自然の中でここが故郷として、十分たのしい十

数年でした。

　その後、私だけ昔の街に住むようになりました。昔通り隅田川と荒川に挟まれ、運河が多い

懐かし街並みです。都電は桜並木の散策道に、木場は移転し公園や美術館へと変わって行きま

したが、ここ数年の発展には年のせいでしょうか、ついていけないようです。

　発展中の副都心に、下町社会を持つ亀戸の街が飲みこまれないよう、再び戻ってきた第二の

故郷の邑楽町より、見つめていきたいと思っています。

亀戸天神（江東区提供）

わ た し の ふ る さ と


